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研究目的 

私は日本人の母とイギリス人の父をもつハーフ

として産まれて今まで生きてきました。なので、

緩急するとしたら両親のうまれである地域などを

題材にしていけたらいいなと思っていた。 

これが主な研究目的でほかに、イギリスのこと

は知っていてもどこのどんなものがあってどうい

った人々が生活をしているかなどは私も含め知ら

ないという人が多かった。これは日本でもいえる

ことだと思う。なので、それをしってもらうため

に二つの都市やその周りの地域の歴史や文化を説

明できるようなものをいれたらいいなと思った。 

 

調査内容 

私がパンフレットを作成するうえでどこを取り

上げたらいいのかを考えた結果。 

その地域の始まりと、一番話題性があり取り上

げる物が多く現代の生活などにつながりが強い中

世から取り上げていこうとかんがえました。 

まずは、イギリスのニューカッスルですが、昔

Monkchester とよばれていた所に１０８０年にウ

イ リ ア ム １ 世 は 長 男 の ロ バ ー ト を こ の

Monkchesterに送り、新しい城（New Castle）の建

設を命じた、その後街は、ニューカッスルと呼ば

れるようになりました。これがニューカッスルの

はじまりだった。 

	 次の１）の建物はキャッスルキープと言いこ

の城は上記の人が建てさせた城で今でもニュー

カッスルの街中にあり観光スポットにもなって

いて実際に入ることもできる。 
 続いて府中の始まりですが、府中は６４５年の
大化改新によって、武蔵国が置かれ、その政治

の中心地「国府」は現在の府中市に置かれまし

た。これが府中の始まりです。また、国府の政

務機関である「国衙」の跡が３０年余り及ぶ発

掘調査の結果、大国魂神社の境内及び、その東

側一帯に存在していたことが確実となり神社の

境内及び、その東側一帯に存在していたことが

確実となりさらに、その「国庁」とみられる大

型建造物が発見されました。２）この建物は重

要施設として、史跡に指定されている 
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コンセプト 

	 ニューカッスル、府中の二つの都市の歴史や

文化を比較して、そこから共通点に着目し、そ

れを伝えることで「今場所に行ってみたい」と

興味を持ってもらえるようなパンフレットを作

成すこと。 
 

アイデア展開 

	 なぜパンフレットにしたかというと、私のア

イデア展開に関わっていて、見開きよってイギ

リスと日本の違いまたは、共通点などを見やす

くしたいというのがまずあり、他にも文字より

も絵などを見てもらってわかりやすくしたいと

いうのがありました。これは記載情報を多く載

せられないリーフレットよりも多く載せられる

パンフレットの方がいいと思ったからである。 
 

目標とする提案 

 現段階での提案としてはラフスケッチ３）で

すがこのような形にしようと考えている。 
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今後の展開 

 今後の展開は画面構成とイラストを最終提案

に出せる状態にし、仮のパンフレットとして検

証できるようにしていきたいと考えている。 
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